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本印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における
「印刷」に係る判断の基準に従い、印刷用の紙へのリサイクルに
適した材料［Aランク］のみを用いて製作しています。

1938年1月　国立公衆衛生院発足　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1974年3月　国立公害研究所発足　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1990年7月　国立環境研究所に改称（国立公害研究所より）　　

1992年4月　国立公衆衛生院内に廃棄物工学部を新設　　　　　

2001年1月　省庁再編により、環境省発足(廃棄物行政の一元化)

　　　　　　 国立環境研究所内に廃棄物研究部を新設　　　　　

　　　　　　（国立公衆衛生院廃棄物工学部を移管・統合）　　

2001年4月　独立行政法人国立環境研究所発足　　　　　　　　

　　　　　　循環型社会形成推進・廃棄物研究センターに拡充

2006年4月　循環型社会・廃棄物研究センターに改称

2011年4月　資源循環・廃棄物研究センターに改称

2015年4月　国立研究開発法人国立環境研究所に改称
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■交通

●つくばエクスプレスつくば駅より4km
　バス約15分

●JR常磐線ひたち野うしく駅より6km
　バス約20分
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施設の紹介

循環・廃棄物研究棟
茨城県つくば市

バイオ・エコエンジニアリング
研究施設
茨城県稲敷郡美浦村

福島支部
福島県田村郡三春町

資源の循環的・効率的な利用と、
廃棄物等の環境負荷の低減に貢献

主な研究の紹介
2016年4月より始まる第４期中長期計画期間（2016～2020年度）では、
環境研究の柱となる資源循環・廃棄物研究分野の基盤となる調査・研究から将来の政策課題を
解決するための応用研究、また研究成果を社会実装に繋げる取り組みまでを一体的に実施します。
また、福島支部で実施される災害環境研究についても協力して取り組んでいきます。

資源循環・廃棄物研究センターでは、
資源の効率的な利用と低炭素社会や自然共生社会、安全・安心社会との協調の下に
健全な物質循環が確保された循環型社会への転換を進めるとともに、
生産・消費活動の負の側面である廃棄物問題を解決することを目標として研究を進めています。
また、福島の早期の環境回復や将来の大規模災害等に対する
強靭で持続可能な社会づくりに資する災害環境研究に取り組みます。

基盤的な調査・研究
資源循環・廃棄物研究分野：
異なる専門性の融合による知の創造と
政策的および学術的基盤となる
調査研究の推進

国際的な資源利用戦略等における将来のビジョン実現

に向けて、資源利用に伴うサプライチェーン構造と、

それを形成する要因を解明するとともに、モノやサー

ビスのライフサイクルを通した資源保全及び環境保全

上の影響を評価し、持続可能な循環型社会への転換方

策を提案します。また、わが国を含むアジア圏におけ

る持続可能な統合的廃棄物処理システムへの高度化、

及び低炭素社会等と協調した３Ｒに必要な処理・資源

化等の基盤技術と社会におけるシステム化に関する開

発・評価を行います。

社会経済活動に伴う資源利用と付随する環境負荷に関

する地域から国際的スケールでの実態把握とメカニズ

ムの解明を行い、持続可能な循環型社会の評価手法と

転換方策を提案するための研究を実施しています。ま

た、国内外における廃棄物及び循環資源の適正な処

理・処分・再生利用技術を開発・評価し、資源循環と

物質管理に必要な各種基盤技術の開発および評価も

行っています。課題解決型研究プログラム
資源循環研究プログラム：
持続可能な資源利用と循環型社会
実現のための研究プログラム 

1
災害環境マネジメント研究プログラム及び国内外の関連

機関等との研究事業連携を通して、災害環境マネジメン

トの戦略指針づくりと戦略推進の基盤となるネットワー

ク体制の構築・運営と情報整備、災害環境マネジメント

に係る実践的な専門性を有する人材の育成、災害対応の

現地支援、災害環境マネジメント研究の国際拠点化と研

究者育成などの事業を推進します。

災害環境マネジメント
戦略推進オフィス4

災害環境研究プログラム
（福島支部への協力）
環境回復研究プログラム
災害環境マネジメント研究プログラム3

課題解決型研究プログラム
資源循環研究プログラム：
持続可能な資源利用と循環型社会
実現のための研究プログラム  

1

2

廃棄物の発生抑制、資源化や適正処

理、リスク制御等に関して総合的に推

進するための基幹施設。

国内外の水環境の保全・再生と廃棄物・

資源循環問題を解決するための国際的

活動拠点。

放射性物質により汚染された環境の回

復・創造研究を実施するため、福島県

環境創造センター研究棟に福島支部を

2016年4月開所。

国際資源循環の
動態解析と
環境・経済・社会影響
評価研究

資源循環と物質管理に
必要な各種基盤技術の
開発と調査研究

廃棄物等の建設
材料利用や埋立処分に
係る試験評価管理
システムの高度化

アジア諸国との廃棄物
研究連携ならびに
成果普及に関する事業

循環型社会形成の
ための制度・政策研究

廃棄物管理
技術の国内外への
適用に関する
基盤的調査・研究

PJ1: 消費者基準による資源利用
ネットワークの持続可能性評価と
その強化戦略の研究

PJ2: 循環資源及び随伴物質の
フロー・ストックにおける
資源保全・環境影響評価

PJ3: 維持可能な循環型
社会への転換方策の提案

PJ4: アジア圏における
持続可能な統合的廃棄物処理
システムへの高度化

PJ5: 次世代の3Ｒ基盤技術の開発

2
基盤的な調査・研究
資源循環・廃棄物研究分野：
異なる専門性の融合による知の創造と
政策的および学術的基盤となる
調査研究の推進
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